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[ 研究概要 ]
　水産資源管理や野生鳥獣管理において、確率過程を考慮した個体群動態モデルを用いて順応的リスク管理の

デザインを提案します。また、世界自然遺産やユネスコ生物圏保存地域における順応的生態系管理の実践事例

において、文理融合の研究を進めています。このように、鳥獣保護から化学物質環境基準まで、統一した｢順応的

リスク管理」理論の構築に取り組んでいます。さらに、進化ゲーム理論と適応動態モデルを駆使し、魚類の右利き

左利きの共存機構、捕食共生など形質の適応的変化を考慮した種間相互作用の理論など、進化生態学の研究を

進めます。

[アドバンテージ]
　行政側のさまざまな委員会に参画することで、生の行政

事例に貢献する研究を学生とともに行うことができます。

ユネスコMAB（人間と生物圏）計画、（日本人で最初の）Pew 

Marine Conservation Fellowという国際ネットワークを通

じて、世界の研究者、研究事例と交流することができます。

[事例紹介]
　マサバ資源回復計画、エゾシカ・ヒグマ･ヤクシカ管理計画、

カワウ被害対策事業、環境省植物レッドリスト種、ミナミマグ

ロなど水産生物の絶滅リスク評価など、実際の行政事例に貢

献する生態リスク管理理論を大学院生とともに数理モデルを

用いて提案します。また、風力発電などの環境影響評価、知床

世界自然遺産の共同管理は、国際コモンズ学会により世界の

インパクトストーリーの一つに選ばれました。

■ 相談に応じられるテーマ
水産資源管理，野生鳥獣管理，生物圏保存地域，環境影響評価，絶滅

リスク評価，進化ゲーム，個体群動態モデル，生態リスク管理

 
■ 主な所属学会
日本生態学会，日本海洋政策学会，日本水産学会，個体群生態学会，

日本哺乳類学会，環境科学会
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■ 主な特許
特願2007-067660「土壌汚染が存在する土地（ＣＳ）及び土壌汚染の
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スペイン、ヴィゴの魚市場

イラン、ホルムズガン大学での計算機演習 屋久島世界遺産のヤクシカ
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